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「苦労を積み重ねてきたからこそ今の姿がある」　
事業への熱い思いを次世代に託す

　東京湾に面した京葉工業地域には、石油化学コンビナートをはじめ数多くの工場が林立している。タンクローリーによる
危険物輸送を行う株式会社星葉ロジテックは、京葉工業地域とともに歴史を重ねてきた。
　長年同社を率いてきた髙橋良和代表取締役の、創業以来50年近くにも及ぶ運送事業への熱い思いは、次世代へと確実に
引き継がれていく。

　㈱星葉ロジテックの髙橋良和代表取締役は、昭和16年に山形県
に生まれた。髙橋社長の叔父が兵役についていた影響もあり、昭和
33年に18歳で航空自衛隊に入隊。6年間勤務したのち24歳で
除隊となり、東洋埠頭㈱に入社。以来、高橋社長はトラックドライ
バーとして腕を磨いていった。
　49年、市原市や袖ヶ浦市に工場を構える日産石油化学㈱（現・
日産化学㈱）の物流子会社である日産輸送㈱（現・日産物流㈱）か
ら依頼を受けて、当時所属していた運送事業者を離れて新たに髙橋
組を立ち上げ、ダンプ車による肥料輸送業務を開始。ほどなくして、
髙橋社長をはじめ当時のスタッフ全員が危険物、高圧ガス等の有資
格者であったことから、日産輸送から委託を受け、日産石油化学千
葉工場での化学製品輸送を行うようになった。
　その後、従業員数や車両台数が増加してきたことから、昭和53
年5月の法人組織化に伴い、星葉総業㈲に社名を変更した（当時
髙橋社長は38歳）。社名の由来は、日産石油化学が当時星のマー
クを使用していたことから「星」の文字を拝借し、千葉県に地盤を
置く会社であることから「葉」の文字を組み合わせた。そして、「お
客様の要望に全て応える」との髙橋社長の強い思いから「総業」と
している。
　髙橋社長は、これまでお世話になった人々や、これからも末永く
協力、支援をいただかなければならない人々に対して感謝の気持ち
を示すとともに、少しでも恩返しになればとの思いで、組織法人化

■危険物輸送を中心に事業を展開　「より安全に、より
確実に」高品質な輸送へ

に合わせて「より安全に、より確実に」
という社是を定めた。この社是は、現
在も事務所内の至る所に掲げられてい
るほか、かつてはトラックの泥除けに
も記されていたという。
　「社是で掲げた『より安全に、より確
実に』の思いを社員みんなが理解し、
しっかりと足を地に付けて全員で頑
張っていけば、事業を継続していくこ
とができる。強い信念を持ち続け、苦
しい中でも歯を食いしばって奮闘して
きたからこそ、現在の当社があるので
はないかと感じています」（髙橋社長）
　法人組織化後も、髙橋社長は50歳過ぎまで「社長兼ドライバー」
として、輸送の最前線に立ち続けた。なお、会社設立以来同社の株
式の一部を日産輸送が保有していたが、平成26年に日産物流（14
年に日産輸送から社名変更）の持株が髙橋社長に譲渡されたのを機
に、社名を現在の㈱星葉ロジテックに改めている。
　さて、現在同社では、ケミカル品や硫酸等の一次製品輸送が主力
となっている。これらは危険物であるため、輸送を行うドライバー
には危険物取扱者（乙種４類）の資格が必要となる。同社の一般貨
物の輸送範囲は主に関東近県であるが、危険物輸送に関しては東北
や大阪、神戸、富山など長距離配送の機会も少なくない。同社の給
与制度では、基本給のほかに、長距離配送には「稼働給」が加算さ

濃紺とクリーム色で彩られた同社車両の前で、次世代を担う髙橋了常務取締役（右）と記念撮影
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れる。このため、危険物取扱者資格の取得が給与アップに結びつく
ため、同社では危険物取扱者資格を持っていないドライバーに対し
て、スキルアップと給与アップに繋がる資格の取得を呼びかけている。
　また、危険物輸送に際しては高いレベルでの安全性が求められる
ことから、同社では事故防止に向けた取り組みを最重要課題として
おり、20年に安全性優良事業所（Gマーク事業所）に認定以降、
毎回着実に更新を重ねている。安全教育面では、毎月最終金曜日に
ドライバーを集めてのミーティングを行い、ドライバーの安全意識
を高めているほか、荷主からFAXで送られてくる事故事例を事務
所内に掲出し、情報共有を図っている。
　同社ではさらなる安全性向上のため、ドライバーを６班にグルー
プ分けして、グループごとの取り組み推進も促している。グループ
内のドライバーが全員無事故であった場合には無事故報奨金が支給
されるが、班の中の誰かが事故を起こした場合には、グループの連
帯責任として無事故報奨金の支給は行われない。そのため、班のメ
ンバーが協力し合い、様々な安全性向上への取り組みを進めている。
さらに、同社の特徴のひとつとなっているのが、「従業員の定着

率の高さ」である。同社における求人募集では、ハローワークを通
じての募集を行うこともあるが、中心となるのは「従業員等の紹介」
である。従業員等の紹介で入社してくるドライバーは、比較的長く
働いてくれる傾向があるという。また、同社の「アットホームな雰
囲気」も、定着率アップに繋がっている。社員ドライバーの中には、
自身の息子を新人ドライバーとして紹介してくれる親御さんもいる

という。
　長年輸送の最前線に立ち、79歳となった現在でも経営者として
長年同社を支えてきた髙橋社長。現在に至るまでのエピソードにつ
いて伺うと、「ここまで来るには並大抵の苦労ではなく、苦労とい
う苦労を嘗め尽くし、背負い過ぎるほど様々なことを経験してきま
した。もちろん、楽しかったことも数多くありました。髙橋組を立
ち上げて46年、組織法人化してから42年が過ぎましたが、いま
は非常に幸せだと感じています」と語った。
　ところで、髙橋社長は文章を書くのが好きで、同社の創業以来の
歴史や、その当時の経営者としての考えなどを、ふんだんに記録し
てきた。髙橋社長には47歳になる息子の髙橋了氏がおり、現在同
社の常務取締役を務めている。ゆくゆくは了常務が髙橋社長の跡を
引き継ぐことになるが、髙橋社長の事業に対する気持ちは「記録」
という明確な形で、了常務に受け継がれていくことだろう。
　「当社に期待してくださった多くの皆様方のおかげで、現在の当
社があると確信しております。次の世代の経営者には、引き続き当
社を支えて下さる皆様を大事にして、事業の継続に向けて頑張って
もらいたいと思います」（同）
　来年秋からは、新たに海外からのバイオマス燃料の輸送も手がけ
る同社。同社の業容は広がっていくが、創業以来真摯に仕事に向き
合ってきた髙橋社長の熱い思いは、時代が変わっても決して色褪せ
ることはない。

　髙橋社長は現在79歳だが、年齢を感じさせないほど躍動的

に日々の業務にあたっている。健康維持の秘訣は、晴れの日の

土曜日に行っているゴルフだという。平成14年に初めてホー

ルインワンを達成した（写真）のに続き、今年５月には２度目

のホールインワンを達成した。

　「酒もたばこも嗜まず、ゴルフで汗を流すことで、心身とも

にリフレッシュできます。80歳を目前にしていますが、ゴル

フとの付き合いは今後もまだまだ続けていきたいと思います」

（同）

企業プロフィール
株式会社星葉ロジテック
代表取締役　髙橋　良和
千葉県市原市岩崎839-8
従業員　34人（ドライバー28人）
台数　40台

健康維持の秘訣は「晴れの日の週末ゴルフ」　
今年５月２度目のホールインワン達成

　社是「より安全に、より確実に」の
考えは、同社の全従業員にしっかり根
付いている

　全国唯一の、タンクに「Gマーク」
ラッピングを貼付した同社のタン
クローリー

　毎月実施するミーティングを通じ
てドライバーの安全意識向上に繋げ
る

初めてホールインワンを達成した時の
記念写真（平成14年）


